
２．橙の横断歩道
小学生が多く通るこの場所では横
断歩道の色が変わることにより、
ドライバーからの目線に止まる。

４．紫の屋根
通行人はカフェ内で何を食べているのか
見ている。店内のレイアウトに呼応して
設置された屋根は神秘的な空間となる。

３．植栽の設置
通行人の動線分析後、プログラムに応
じて設置する。Gの植栽は人の流れを
生み、人を落ち着かせる効果がある。

１．休憩スペースの追加
B,Y の要素と色は視線の繋がりを
表現している。圏域内では色によ
りふるまいが拡張される。

At this location where many elementary school 
students pass through, the color change of the 
crosswalk stops drivers from looking at it.

4.  Purple roof
Passersby look at what they are eating inside the 
cafe. The roof, set up in response to the layout of 
the restaurant, becomes a mysterious space.

After analyzing the flow line of passers-by, install 
plants according to the program; G plantings 
create a flow of people and have a calming effect.

The B and Y elements and colors represent 
the eye connection. The color extends the 
behavior in the area.

特徴的な建物を見るとして見る行為を〈注目して見ている：Looking〉、〈見えている：Seeing〉に分ける。〈Looking〉では視線を可視化し、抽出する。〈Seeing〉では抽出した視線を抽象化し、空間化する。

7. 同様に Bも行う
8.Y、Bの〈Looking〉、〈Seeing〉を重ねることで視線としての検討とする

1.〈Looking〉では初めに Yの要素をプロット、視線の流れを可視化 
2. 視線の交差として新たな色を置くきっかけとなる場所として交点のプロット
3. 交点同士に接している視線の接続の記述、線情報を空間化し観点を絞り要素としての確立を図る
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4.〈Seeing〉では Yの要素から要素へ各領域の記述、各領域のレイヤーを重ねる
5. 重なった領域を記述する
6.〈Looking〉、〈Seeing〉のレイヤーを重ねることで、新たな要素の配置場所の確立を図る

  　　　　　 本提案では初めに対象を利用者の中で色彩に      
                        直接関わるとされる色覚障害 (1 型色覚、2型
色覚、3型色覚 ) に対する提案としている。色覚障害の人
にとって重要なことは色の連続性だと考える。色の連続性
は機能面において視認性、安全性と結びつく。人によって
色の欠如が違うこともあるが Y( 黄 )、B( 青 ) が色覚障害の
人にとって見やすい色である。Y、Bについて考察後この
提案を基盤とし多様な利用者に対しても提案を行う。

Color scape of behavior
近代主義の建築、あるいはモダニズム以降の建築は漂白され、
街中に白い建築が増えていった。しかし日常生活には要素と色が
あふれており、白い建築により断絶されていると考えた。
本研究の目的は、色彩の表記法に基づいたストリートスケープによる
新たな空間構成論の考察であり、具体的には歩行者空間を利用する人
の行為・行動とストリートスケープの要素間における感覚および色彩
との関係性との記述を通した新たなプロトタイプの導出である。

例：交番、屋根
背景の色が黄色、屋
根の色が赤色の場
合、色圏域は半径
8.8mとなる

提案の配置では色圏域の重なる部分
にその場に適した色彩と要素を計画
することでより強調し、より意識的
になるようにする。その時に人の動
線とその際のふるまいに着目する。

愛知県半田市にある一つの計画道路を対象敷地とする。本エリアは 1960 年頃から存在する計画道路でありこの場所には人が
少なからず集う交番、公園、銀行があり、古き良き豆腐屋、八百屋、などのさまざまなプログラムが存在する。この計画道路
は住民、小中高生の通学路、計画道路先にある乙川駅を利用するサラリーマン、大学生などが利用する重要な場所である。

：屋根

ISOMETRIC  S=1/400

色彩の表記法の考察、ストリートスケープによる空間構成論を並
列に扱うために有彩色の視認距離を色圏域と表し、実の距離に落
とし込むことで平面状にそこにある色をプロットし、空間化する。

Background・Purpose Notation of the colour 3-2.Concept model 

Site analysis 

Signe configuration Epoché spatial

Spatial configuration

Colour impressions, effects and tactics

Looking・Seeing

Target3-1.Colour Areas ・Placement

Method 

建築・都市空間における色彩の表記に関して国内外においては、アルバート・H・マ
ンセルが提唱したカラーシステムが広く用いられている。ここでのマンセル・カラー
システムとは顕色系の代表的な表式系であり色相・明度・彩度から構成されている。
一方で、実際の歩行者空間における人の行為・行動や活動を補綴する、あるいはそれ
らを相互補完する色彩・感覚・要素の関係性の構築には至っていない。そのため、本
研究ではそれらを構築し、今回新たに展開するためにマンセルのカラーシステムで色
自体を見分ける色相と日常を常に変化させる明度に着目する。

S=1:1500

色圏域の重なり (YR)

有彩色の組み合わせによる視認距離
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抽出と抽象化 ~Color Extraction and Abstraction as a New Spatial Composition Theory Proposal~

5

5

6 

愛知県半田市乙川八幡、高良、殿、栄、市場町

ー色彩の表記法に基づいたストリートスケープによる新たな空間構成論からなる提案ー

新たな空間構成論の提案として色彩の抽出・抽象化を試みる。
色彩の抽出・抽象化を記録する際に内、外、内と外の３つの空間に分けた後、開口、外壁、屋根、道路、電柱・街灯、
その他、植栽、塀の８つの要素に分け、この要素に対して空間の構成論として抽出することで色彩の表記法としての
抽象化を試みている。抽象化した色をパレット化し、色相に入れ込むことで色の地域性を探る。

屋根

外壁

開口

塀

植栽

電柱・街灯

その他

道路

屋根の下
1. 雨宿りをする
2. スマホをいじる
3. 人を待つ

階段
1. 垂直移動する
2. 座る
3. ものを置く

エトムント・フッサールフェルディナン・ド・ソシュール

シーニュ的構成→エポケー的空間
空間を構成するに当たってフェル
ディナン・ド・ソシュールの言語
学、エトムント・フッサールの現
象学を建築的に解釈する。
具体的にはソシュールではシー
ニュに着目し、フッサールではエ
ポケーに着目した。

言語をシーニュ（記号）と考えた場合、言葉で表される対象
（＝意味するもの）と表現された対象（＝意味されるもの）とが存在する。
表現的である「意味するもの」をシニフィアンと呼び、内面的である
「意味されるもの」をシニフィエと呼んだ。
シニフィエ的要素（旧）とシニフィアン的要素（新）が合致して
相互依存的になることによって要素が成立する。
具体的には既存の柱に新たな屋根を付け加えることで意味するもの、
意味されるものとなることを構成論とする。

エポケー的空間：領域、現象の転用的可能性
エポケーとは、世界が客観的に存在しているという前提をいったん中止
することをさす。自然的態度で立ち現われてくる確信をひとまず取り払っ
てどこかに置いておく。
これはしばしば “カッコに入れる” と表現され、
専門用語では “エポケー（判断中止）” と言われる。
具体的には階段、実際は垂直移動する場所であるが座ったりものを置い
たりなどのふるまいも見られる。
エポケー的空間ではその場所での異なる多様な使われ方が行われる際の
概念として導入される。

色には印象や感情を感じるとされている。
色の印象・感情と戦術を繋げるために、色を R・YR、B・Y、GY・G・BG、
PB・P・RP４つのグループに分け色とその効果から戦術として
R・YR→addition：元気が出る、人と人が会話をするような空間の追加
B・Y→sequence：色覚障害の人に対する色の連続性、
GY・G・BG→vector: 緑の流れにより自然と安らげるような空間、
PB・P・RP→extension：建物から拡張される内外を繋げる神秘的な場、
change: 場所に応じた色の変化等を加える。

extension＋change

addition＋change

vector＋change

sequence＋change

R
YR

歓喜、活力的、興奮
喜び、はしゃぎ、元気

GY
G
BG

安らぎ、寛ぎ、平静
安息、涼しさ

PB
P
RP

神秘、崇高
神秘、優しさ

B
Y

落ち着き
活気、元気、はしゃぎ

色 色に対する印象・感情 戦術

extension＋change

既存の外壁に新たに屋根をつける 既存のフェンスに新たにフェンスをつける

赤：シニフィエ的要素（旧）
青：シニフィアン的要素（新）

4-1. 新旧合致の仕方 4-2. 領域、現象の転用的可能性
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追加：新たに R,Y の要素を追加することで
　　　活力的な空間の創出

流れ：植栽の連続により人の流れを作る 拡張：要素を拡張することにより
　　　内外を繋げる

繋がり：青と黄色の要素の連続により
　　　　色覚障害の人への提案

vect
or

extension



色圏域　

Site11 ホルモン
くすり屋

Site５薬局

Site８薬局
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事務所

Site６住宅
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空き地
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美容院

Site７美容院
商店Site１歯医者住宅 住宅 住宅

住宅
空き家

Site２公園
Site９自転車屋

不動産時計屋

豆腐屋

おもちゃ屋 Site10 カフェ

アパート

Site３八百屋
Site４交番

銀行

倉庫

電気屋

倉庫 倉庫 S=1:500

外壁 開口 植栽 道路 電柱 /街灯 塀 屋根 その他

色圏域　

ホルモン屋は交差点の
角地にあり横断歩道を
待つ人、信号待ちをす
るドライバーなどの視
線に止まる。
拡張された屋根は横断
歩道を待つ場所となる
と同時に外での飲食ス
ペースともなる。
また各通路からすっと
人が流れるようにホル
モンやに誘導しつつそ
こで交流が生まれる。

公園では犬の散歩をして少し休憩するときに寄ったり、子連れの家族が滑り台などで遊んでいるふるまいが見受けられた。
また歩道にはゴミ捨て場、掲示板があり特に利用される空間となっている。ここではフェンスが支柱と共に上に拡張され色
が変わることでそこを通る人、ドライバーに対して黄色の効果として元気が出る、警戒するなどの効果が期待できる。
また少しだけ落ちるフェンスの影と植栽はそっと人が公園に入れるだけでなく公園内での安らぎの空間となる。

八百屋の利用者は親子、老人、店員の友人などが見られた。細やかに動線、ふるまいの分析を行うと食材をとって一度見て
また戻す、食材の周りを何周もしどれを買おうか悩んでいる様が見受けられた。また食材を手に取る時には少しががむ、腰
をおろすふるまいが確認できた。ここでの提案は中での回遊性を外に展開させ通行人を店内に引き込む提案となっている。
その回遊性を手助けするような屋根、棚の形状を変化させると共に植栽で通行人や利用者の動きをサポートする。

交番ではお巡りさんのふるまいを細やかに分析した。見回りに行き、帰って車を駐車すると
きは必ず一人が降りて周りの確認をし、もう一人が駐車することが確認できた。その際この
乙川通りの中でお巡りさんが往来するこの空間が一番安全な空間であることがわかった。
この場での提案は往来する空間内にある倉庫の色を黄色に変化させ一休みできる場を作る。
また座る時の目線の抜けを作ることで倉庫を利用している人との交流が生まれる。

歯医者近くの歩道にはバス停があり多くの利
用者が見られた。バスを待つ時間はその場に
立つ人もいるがお年寄りなどは歯医者敷地内
のベンチに腰掛けている。
歯医者側面に設置されたベンチではバス停を
待つ人、通学する小学生の話場となる。
それを守るように上部に拡張された縁石、歩
行をサポートするような植栽を配置する。

この住宅前の空間はこの住宅に住んでいる人と通行人の会話をする様が窺えた。また帰宅中の小学生が話しながら
帰りつつ車の段差プレートの上に乗りながらバランスをとって遊んでいる姿も見られた。ここでは色覚障害の方に
対して青と黄色の流れを作りながら住宅周辺で戯れる子供たちを手助けする提案となっている。拡張された縁石は
少しカーブしており横断歩道で待つ子供たちを車から守る。橙に塗られた横断歩道はカラーコーンと同じようにド
ライバーに対して警告し人が集まることを知らせる。

この場所ではくすり屋の住民がフェンスごし
に友人と話す姿が見受けられた。この場所の
提案は彼らの日常と通行人をサポートする屋
根と植栽である。

この場所は使われなくなった駐車場で雑草を触っ
たり車輪止めに座って友人と話す小学生が見られ
た。ここの提案ではそれら手助けする屋根と通行
人の妨げにならない植栽の配置である。

美容院では自分を見る、見られるのふるまいが存在する。
この場での提案は屋根の拡張とミラー状のものの設置、植栽での流れを作る。椅子に座った際、鏡に映る自分
と自分の背景に黄緑の内壁が見える。帰る際にも見える内壁は外に出ると植栽との流れと生むとともに屋根の
補色としてその流れを強調する。内側からは上を見上げると少しだけミラーが滲み出している。
外に出るとミラーで自分を見て髪型の最終確認ができる。

この自転車屋は自転車を売ったり修理したりしている。
中からは店員の話し声、店員と利用者との会話が聞こえる。この場所では屋根、
スロープの形状を変化させそれに呼応するように植栽を配置する。店内側に湾曲
したスロープは人を集めつつ道路側に湾曲した屋根で包み込む。また店を囲うよ
うに配置された植栽は通行人の妨げにはならずそっと自転車屋を包み込む。

カフェでは近くの住民、大学生などの多
くの利用者がいる。利用者は車や歩き、
自転車などで訪れている。カフェ内で食
事をしていると通行人が何を食べている
のか、何が行われているのかを斜視して
いる姿が多く見られた。この場所では窓
のサッシを伸ばし屋根のように拡張する。
内側のレイアウトに呼応して配置された
屋根はオープンカフェ、駐車場から利用
者の誘導、通行人佇む場となる。

Site１歯医者
Extended Street Furniture

Site２公園
Fence  ex tens ion

Site３八百屋
Roof and table functions

Site５薬局
Au x i l i a r y  r o o f

Site７美容院
Reflections and sequences

Site８薬局
Suggesting planting

Site10 カフェ
Window sash extension

Site９自転車屋
Inv e r t e d  c u r v e d  r o o f

Site４交番
Sitting Exchange

Site６住宅
Play  e x t en s i on s Food and beverage drifting line

Site11 ホルモン屋
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 色圏域の重なる部分にそれらを拡張する形
に提案することでその場に適した色彩と
要素を計画するとともに、その時に人の
動線とその際のふるまいに着目する。

Proposal 8



COLOUR EFFECTS OR ELEMENT EFFECTS OR BEHAVIOUR EFFECTS?

AN ATTEMPT

 TO RECONSTRUCT 

A NEW STREETSCAPE 

BASED ON COLOURS, 

ELEMENTS AND BEHAVIOUR

THE PROPOSED LOCATIONS ARE PLACED 
IN THE OVERLAPPING AREAS OF THE 
COLOUR AREAS, BUT THEY ARE EXTENDED 
IN SUCH A WAY THAT THEY BECOME MORE 
PRONOUNCED AND CONSCIOUS.
THE PROPOSED LOCATIONS ARE PLACED IN 
THE OVERLAPPING AREAS OF THE 
COLOUR AREAS, BUT THEY ARE EXTENDED 
IN SUCH A WAY THAT THEY BECOME MORE 
PRONOUNCED AND CONSCIOUS.

IT IS BELIEVED THAT 
COLOURS GIVE US 
IMPRESSIONS AND FEELINGS.
 IN ORDER TO CONNECT 
THE IMPRESSIONS AND
 FEELINGS OF COLOURS WITH 
TACTICS, THE COLOURS ARE DIVIDED 
INTO FOUR GROUPS: R-YR, B-Y, GY-G-BG,
 PB-P-RP4.
R・YR→ADDITION: TO ADD ENERGY, 
TO CREATE A SPACE WHERE PEOPLE CAN 
TALK TO EACH OTHER.B・Y→SEQUENCE：CONTINUITY 
OF COLOUR FOR PEOPLE WITH COLOUR BLINDNESS.
GY・G・BG→VECTOR: A SPACE THAT MAKES PEOPLE FEEL 
AT EASE NATURALLY BY THE FLOW OF GREEN, AND
PB・P・RP→EXTENSION：THE MYSTERIOUS PLACE WHICH 
CONNECTS INSIDE AND OUTSIDE EXTENDED FROM THE BUILDING.
PB, P, RP→EXTENSION: MYSTERIOUS PLACE TO CONNECT INSIDE AND OUTSIDE, 
CHANGE: ADD COLOUR CHANGE ACCORDING TO THE PLACE.

Lunch time

Playing

addition

sequence

extension

COLOURS AND TACTICS
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